
 

 

政策会議付議事案書（令和８年２月２日） 

提案課名 学校教育課 

報告者名 坂口 憲 

事案名  小学校給食のセンター給食化について  資料 無 

目
的
・
必
要
性 

 小学校給食調理員（以下「小学校調理員」という。）について、令和13年度以降正規

職員が１名となる見込みであることから、現在３校（上、広畑、南が丘）となっている

直営校については、給食提供のあり方を見直す必要があります。 

 これまで、小学校調理員の退職に対しては、直営から委託に切り替えて対応してきま

したが、人件費の高騰により調理委託経費は上昇傾向にあります。また、個別調理を維

持していくためには、調理委託のほか、老朽化している調理室の大規模改修を含む維持

管理について、多額の経費をかけて継続的に実施しなければなりません。 

 小学校調理員の退職や調理室の老朽化に効果的かつ効率的に対応するため、学校給食

センター（以下「センター」という。）の調理食数の余裕食数を活用し、小学校給食の

センター給食化を図るものです。 

 【余裕食数の推移】 

R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 

297食 365食 496食 643食 798食 1,049食 1,262食 1,462食 
 

経
過
・
検
討
結
果 

令和７年３月 小学校調理員１名（南が丘小）が早期退職 

８月 小学校調理員１名（上小）が早期退職 

９月 小学校調理員が６名（正規４名、再任用２名）となる 

 【認定こども園も含めた調理員の推移】             （単位：人） 

   

    R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 

認定こども園 

正規 5 4 3 3 3 3 3 3 3 3 2 1 

再任用 3 1 2 1 1 0 0 0 0 0 0 0 

合計 8 5 5 4 4 3 3 3 3 3 2 1 

小学校 

正規 4 4 3 3 1 1 1 1 1 1 1 0 

再任用 2 2 3 1 3 2 0 0 0 0 0 0 

合計 6 6 6 4 4 3 1 1 1 1 1 0 

令和10年度：認定こども園、小学校とも調理員の退職により現状の直営施設数が維持できなくなる

年度 

 議題２ 
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経
過
・
検
討
結
果 

小学校調理員については、組合交渉の場で、退職までの対応について、直接意見交換

を行っています。 

 また、調理員が減少することへの対応として、小学校はセンター給食化を視野に入れ 

て対応し、認定こども園は、小学校調理員を異動し、可能な限り直営を維持していくこ 

とについて、保育こども園課と調整してきました。 

 さらに、現在、地域とともに検討を進めている大根中学校区の学校整備構想を踏ま 

え、大根及び広畑小学校については、学校整備に先立ちセンター給食化することとし、 

直営校である上及び南が丘小学校については、センターの余裕食数の関係から、上小学 

校はセンター給食化し、南が丘小学校は委託化することが適当と考えています。 

 なお、小学校給食調理室及びセンターの老朽化等を見据えて、持続可能な給食提供の 

ため、適切な時期に第２学校給食センター（仮称）を整備し、小中学校全ての給食をセ 

ンター給食化していくことも検討していきます。 

決
定
等
を
要
す
る
事
項 

１ 学校給食センターの余裕食数を活用し、小学校給食のセンター給食化を順次推進す

ること。 

２ センター給食化は、小学校、認定こども園の調理員が減少し、現状の直営施設数が

維持できなくなる令和10年度からの開始とする。 

３ センター給食化の予定校は、大根、上、広畑の３校とし、南が丘については、余裕

食数の関係から委託化とする。 

今
後
の
取
扱
い 

令和８年度  センター給食化に向けた保護者説明会の実施 

       令和９年度予算への必要経費の計上 

令和９年度  調理事業者との契約 

       実施予定校児童対象の試食会の実施 

       実施予定校のセンター給食化整備、必要物品の購入 

令和10年度  大根、上、広畑小学校でのセンター給食化開始（予定）、南が丘小学校

の委託開始 
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